
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度
令和３年度
以降 計

円 円 円 円 円 円 円 円

0 2,799,168 3,786,243 4,955,282 4,897,395 5,792,738 23,170,952 45,401,778

13,975,000 10,000,000 5,000,000 3,000,000 3,000,000 0 0 34,975,000

交付金 13,975,000 10,000,000 5,000,000 3,000,000 3,000,000 0 0 34,975,000

運用益 0 3,496 698 3,375 2,114 1,938 627 12,248

計 13,975,000 10,003,496 5,000,698 3,003,375 3,002,114 1,938 627 34,987,248

0 2,700,000 3,700,000 4,600,000 4,600,000 4,600,000 14,787,248 34,987,248

13,975,000 21,278,496 22,579,194 20,982,569 19,384,683 14,786,621 0 －

付紙様式第２

事　　業　　評　　価　　書

補 助 事 業 名 大湊港に所在する防衛施設関連特定事業（福祉に関する事業：むつ市福祉バス運行事業）

補 助 事 業 者 名 むつ市長　　宮　下　　宗一郎

実 施 場 所 青森県むつ市

補 助 事 業 の
成 果 の 目 標

市内の福祉団体等が各種行事に参加する際の交通手段を確保することにより、住民の福祉の増進を図る。

補 助 事 業 の 内 容 市所有の福祉バスの運行によって、市内の福祉団体等が実施する各種行事等の交通手段を確保する。

補 助 事 業 の 始 期
及 び 終 期

平成２７年度から令和６年度まで

事 業 費 及 び
交 付 金 額

事業費

交付金額

基
金
造
成
額

基金処分額

基金残額

補助事業の成果及び
評価並びに地域住民
への周知の実施状況

【成果】
・コロナ禍により例年より運行回数は少なかったものの市内の福祉団体等が各種行事に参加する交通手段
として活用することが出来、住民の福祉の増進につながった。
【評価】
・安定的な交通手段の確保により、福祉団体等で計画する行事の定期開催の促進につながるほかコロナ
禍での開催の可否を検討する団体も申込みからすぐ利用できるなど利用者の利便性向上につながった。
行事の参加により住民の行動・コミュニケーションが広がり心身の健康増進にもつながった。
・利用者の利便性向上のため利用者アンケートを実施し、利用時間、接遇、安全運転への配慮などの面を
含め、バス利用に対しておおむね良好な評価が得られ、福祉の増進が図られた。
【地域住民への周知の実施状況】
・交付金事業であることを、利用申請時に申込者へ配布する申請書に同封したチラシへ記載したほか、市
の広報誌及びホームページにより地域住民に周知した。

事業の改善措置及び
今後の対応

今後も福祉団体等が実施する各種行事の交通手段を安定的に確保することで、住民の福祉の増進を図
り、利用者アンケートにより、利用者の声を確認し、利用しやすく安全で安定的な運行をしていく。

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有
無

無


